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物
心
つ
い
た
頃
か
ら
片
付
け
が

大
好
き
だ
っ
た
。
所
持
品
は
す
べ

て
自
分
の
決
め
た
場
所
に
常
に
順

番
に
並
べ
て
い
た
の
で
、
モ
ノ
を

無
く
し
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
記
憶

に
な
い
。
し
か
し
こ
こ
最
近
は
、

時
代
の
変
化
と
と
も
に
若
干
の
違

和
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
自
分
が
や
っ
て
き
た
片
付
け
は
、

日
々
増
え
て
い
く
モ
ノ
を
き
れ
い
に
並
べ
て

い
き
、
黙
々
と
配
置
換
え
を
し
て
い
た
だ
け

の
時
間
の
浪
費
に
す
ぎ
な
か
っ
た
▼
一
概
に

は
言
え
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
今
の

時
代
は
、
物
質
的
欲
求
よ
り
も
精
神
的
欲
求

が
勝
っ
て
い
る
と
思
う
。
時
短
や
規
模
縮
小

を
強
い
ら
れ
、
何
か
と
制
限
が
か
か
る
コ
ロ

ナ
禍
。
必
然
的
に
自
分
を
振
り
返
る
時
間
が

生
ま
れ
た
こ
と
で
、
本
当
に
必
要
な
モ
ノ
は

何
か
を
考
え
る
機
会
が
増
え
た
。
他
人
の
感

覚
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
や

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
は
無
駄
が
多
す
ぎ
た
こ
と

に
結
論
と
し
て
い
つ
も
辿
り
着
く
▼
片
付
け

の
認
識
は
、
散
ら
か
っ
た
場
所
を
た
だ
整
理

整
頓
す
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
最
近
は
整
理
整

頓
の
前
に
必
要
な
モ
ノ
以
外
は
ど
ん
ど
ん
捨

て
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。
い
る
か
い
ら
な

い
か
迷
う
よ
う
な
モ
ノ
は
、
た
い
て
い
必
要

な
い
モ
ノ
だ
と
わ
か
っ
た
。
躊
躇
な
く
、
し

か
も
大
量
に
捨
て
る
。
捨
て
た
こ
と
で
少
し

ば
か
り
後
悔
し
た
モ
ノ
も
あ
る
が
、
世
の
中

が
驚
く
ほ
ど
便
利
で
、
な
く
て
も
何
と
か

な
っ
て
し
ま
う
▼
そ
ん
な
生
活
を
し
て
い
る

と
、
自
分
が
本
当
に
大
切
に
し
て
い
る
モ
ノ

に
自
然
と
意
識
が
傾
き
、
余
計
な
情
報
に
脳

を
使
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
モ
ノ

が
少
な
い
と
整
理
整
頓
が
と
に
か
く
簡
単
、

し
か
も
探
す
時
間
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
疲
れ
が
溜
ま
ら
な
く
な
っ

た
。
た
だ
で
さ
え
情
報
量
の
多
す
ぎ
る
時
代

だ
。
現
代
人
が
無
意
識
の
う
ち
に
疲
れ
て
し

ま
う
要
因
と
し
て
、
モ
ノ
や
情
報
を
探
す
時

間
の
割
合
は
大
き
い
ら
し
い
。
人
間
の
脳
の

容
量
は
、
大
昔
か
ら
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
は
有
名
な
話
で
あ
る
▼
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
的
な
所
持
品
や
身
に
つ
け
て
い
る
モ

ノ
が
自
分
の
価
値
だ
と
思
っ
て
い
た
過
去

は
、
必
要
以
上
に
周
囲
を
気
に
し
て
い
た
だ

け
だ
っ
た
。
日
々
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に

も
追
い
込
ま
れ
て
生
活
を
送
っ
て
い
た
コ
ロ

ナ
禍
以
前
に
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
返
す

余
裕
も
な
か
っ
た
。
今
は
、
自
分
に
必
要
な

い
モ
ノ
に
気
を
と
ら
れ
る
く
ら
い
な
ら
、
家

族
や
趣
味
の
た
め
に
、
ま
た
職
業
柄
、
生
徒

の
た
め
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
時
間
を
費
や
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
▼
一
度
、
生
活
を
振
り

返
っ
て
、
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
モ

ノ
と
は
何
か
、
ゆ
っ
く
り
考
え
る
の
も
悪
く

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど

ん
便
利
な
世
の
中
に
な
る
は
ず
だ
。
効
率
化

で
き
る
作
業
は
優
秀
な
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）に

で
も
任
せ
て
、
時
代
に
合
っ
た
片
付
け
を
し

な
が
ら
生
き
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
（
片
山　

涼
）

令和５年度 生徒募集要項 推薦入試  １月16日㈪
一般入試  １月23日㈪

　

令
和
五
年
度
生
徒
募
集
要
項
を
紹
介
し
ま
す
。

①
推
薦
入
試

　

全
科
・
課
程
対
象
。
本
校
第
一
志
望
で
、
所
定
の
推
薦
条
件

を
満
た
し
、
中
学
校
か
ら
の
推
薦
を
受
け
た
う
え
で
の
入
試
で

す
。
中
学
校
か
ら
の
書
類
と
面
接
の
み
と
な
り
ま
す
。

②
一
般
入
試

　

全
科
・
課
程
と
も
専
願
も
し
く
は
併
願
で
受
験
で
き
ま
す
。

特
進
課
程
は
五
教
科
（
国
語
・
数
学
・
英
語
の
各
一
〇
〇
点
と

理
科
・
社
会
の
各
五
〇
点　

合
計
四
〇
〇
点
満
点
）、
他
の
科
・

課
程
は
三
教
科
（
国
語･

数
学･

英
語
の
各
一
〇
〇
点　

合
計

三
〇
〇
点
満
点
）の
学
科
試
験
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、医
療
福
祉
・

看
護
学
科
は
面
接
試
験
も
あ
り
ま
す
。

夢
を
つ
く
る 

確
か
な
自
分
を
つ
く
る

国語・数学・英語

国語・数学・英語・面接

推薦入試・一般入試とも令和５年１月31日㈫から２月９日㈭16時30分まで。但し普通科（教養・普通課程）の公立高校受験者
については，公立高校発表翌日（16時30分）まで延期することができます。
※入学金延期が認められるのは普通科（教養･普通課程）の公立高校との併願合格者のみです。

推　　薦　　入　　試

１　書類審査（全科・課程）

２　面　　接（全科・課程）

募集定員

普　　通　　科
（男・女）

医療福祉科
（男・女）

看護学科
（男・女） 備　　　　　考

願書受付

出願書類

選 考 日
学　　　科 一　　般　　入　　試

国語・数学・英語・理科・社会普
通
科

特 進

特進課程

５０名

令和５年１月５日㈭～１月11日㈬（土・日・祝日を除く）

入学願書・調査書または推薦調査書

推薦入試　１月16日㈪　　　一般入試　１月23日㈪

推薦入試　１月18日㈬　　　一般入試　１月30日㈪

検定料（10,000円）

中学校・本人宛

教養課程

３０名

普通課程

３５名
４０名 ８０名

教 養
普 通

医 療 福 祉 科
看 護 学 科

選考方法

合格発表

入学手続

出水･人吉･八代･天草･熊本･鹿児島･沖縄･福岡･長崎
鹿児島離島（種子島･屋久島･奄美大島･徳之島･沖永良部島） ほか

試験地（受験者の有無により，試験地を再編成します）

出水･阿久根･脇本･長島･伊佐･川内･宮之城･鹿児島･霧島
鹿児島離島（種子島･屋久島･奄美大島･徳之島･沖永良部島）
水俣･八代･人吉･天草･熊本･沖縄･福岡･長崎 ほか

推薦
入試

一般
入試

※
奨
学
金
制
度

　

看
護
学
科
と
医
療
福
祉
科
に
は
病
院
施
設
奨
学
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。
本
校
指
定
の
奨
学
病
院
・
施
設
か
ら
入
学
金
と
月
々
の
奨

学
金
を
受
給
で
き
る
制
度
で
、
資
格
取
得
後
、
指
定
期
間
勤
務
す

れ
ば
返
済
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
普
通
科
（
特
進
課
程
・
教
養
課
程
・
普
通
課
程
）
に
は
、

学
園
奨
学
金
制
度（
※
適
用
人
数
に
制
限
あ
り
）も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
本
校
に
推
薦
・
専
願
入
学
を
希
望
す
る
生
徒
で
、
経
済
的

な
援
助
が
必
要
な
生
徒
に
支
給
が
検
討
さ
れ
る
も
の
で
、
対
象
者

は
、
特
に
人
物
良
好
で
あ
り
、
他
の
模
範
と
な
る
生
徒
が
条
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
国
か
ら
就
学
支
援
金
を
受
給
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
の
制
度

も
、
県
の
育
英
会
奨
学
金
等
と
併
せ
て
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
保

護
者
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
説
明
を
聞
き
た
い
生
徒
さ
ん
や
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、

各
地
の
中
学
校
や
塾
・
公
共
施
設
等
で
本
校
紹
介
・
入
試
説
明
会

を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

◎
入
試
説
明
会
実
施
中
！

Discover Yourself

２
０
２
３
か
ご
し
ま
総
文
祭
に
向
け
て

～
本
校
か
ら
も
文
化
の
波
を
届
け
よ
う
～

　

第
四
十
七
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭（
総
文
）

が
、
令
和
五
年
七
月
二
十
九
日（
土
曜
日
）か
ら
八
月

四
日（
金
曜
日
）ま
で
の
七
日
間
、
鹿
児
島
県
内
の
各

会
場
で
開
催
さ
れ
る
。

　
「
歴
史
と
伝
承
に
彩
ら
れ
、
宇
宙
に
一
番
近
い
鹿

児
島
で
、
意
欲
あ
ふ
れ
る
高
校
生
が
集
ま
り
、
一
人

一
人
の
思
い
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
と
な
る
よ
う
な
芸
術

文
化
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
々

が
つ
む
い
で
き
た
芸
術
文
化
へ
の
情
熱
を
爆
発
さ

せ
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
よ
り
一
層
輝
か
し
い
も
の

に
す
る
文
化
の
祭
典
を
目
指
し
ま
す
」
と
の
大
会
基

本
方
針
の
下
で
掲
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
三
つ
あ
る
。

①「
紬
ぐ
～tsum

ugu

～ 

」

　

�　

奄
美
で
生
ま
れ
た
大
島
紬
は
、
自
然
を
想
い
、

人
に
愛
さ
れ
、
多
く
の
時
間
を
か
け
て
心
惹
か
れ

る
模
様
を
織
り
な
し
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
高
校

生
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
文
化
を
か
け
合
わ
せ
、

時
代
や
歴
史
を
彩
る「
総
文
祭
」と
い
う
素
晴
ら
し

い
一
つ
の
芸
術
作
品
を
つ
む
ぎ
ま
す
。

②「
キ
バ
る
～kibaru

～ 

」

　

�　

鹿
児
島
で
古
く
か
ら「
全
力
で
頑
張
る
」と
い
う

意
味
で
使
わ
れ
て
き
た
こ
の
言
葉
は
、
明
治
維
新

な
ど
大
き
く
社
会
が
変
わ
る
と
き
も
大
切
に
さ

れ
、
歴
史
を
繋
い
で
き
ま
し
た
。
今
で
も
受
け
継

が
れ
る
こ
の
精
神
を
、
一
人
一
人
が
こ
こ
鹿
児
島

か
ら
発
信
で
き
る
よ
う
キ
バ
り
ま
す
。

③「
輝
く
～kagayaku

～ 

」

　

�　

種
子
島
や
内
之
浦
の
発
射
場
か
ら
打
ち
上
げ
ら

れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
宇
宙
と
い
う
舞
台
で
最
先
端

技
術
の
光
を
放
ち
ま
す
。
そ
の
宇
宙
に
広
が
る
一

つ
一
つ
の
星
の
き
ら
め
き
が
満
天
の
星
空
を
描

き
出
す
よ
う
に
、
私
た
ち
も
芸
術
文
化
の
発
展

に
つ
な
が
る
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
輝
か

せ
ま
す
。

　

開
催
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

◦
開
会
行
事

　
　

総
合
開
会
式
、
パ
レ
ー
ド
、
国
際
交
流
、

　
　

開
催
地
発
表

　

◦
規
定
部
門（
19
部
門
）

　
　

�

演
劇
、
合
唱
、
吹
奏
楽
、
器
楽
・
管
弦
楽
、

日
本
音
楽
、
吟
詠
剣
詩
舞
、
郷
土
芸
能
、
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、

美
術
・
工
芸
、
書
道
、
写
真
、
放
送
、
囲
碁
、

将
棋
、
弁
論
、
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
、
新

聞
、
文
芸
、
自
然
科
学

　

◦
協
賛
部
門（
３
部
門
）

　
　

特
別
支
援
学
校
、
茶
道
、
軽
音
楽

　

開
催
ま
で
三
〇
〇
日
を
切
っ

た
。
本
校
で
も
、
文
科
系
の
部
活

動
や
同
好
会
の
活
動
が
盛
ん
だ
。

日
々
、
研
さ
ん
を
重
ね
て
い
る
。

厳
し
い
審
査
を
通
過
す
れ
ば
「
か

ご
し
ま
総
文
」
で
成
果
を
発
表
で

き
る
。
本
大
会
を
通
し
て
「
芸
術

と
文
化
の
真
髄
を
究
め
て
全
国
に

向
け
て
発
信
し
て
み
せ
る
」
と
い

う
情
熱
が
、
生
徒
の
心
の
中
で
培

わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

☜ 2023
かごしま総文祭
ホームページ



２０２２年（令和４年）９月２７日 出 水 中 央 高 等 学 校 新 聞 （２）（第１５４号）

ＰＴＡ標語『道をはずさぬよう「導こう」「守ろう」みんな我が子』『輪になって　心をつなぐ　ＰＴＡ』

活躍する部活動卓　球　部
会長杯争奪県卓球大会（４月24日）
【女子団体Ａ級】Ｂパート
　３－１ 鹿児島城西高校Ａ，１－３ 鹿児島女子高校Ａ
　３－１ 鹿児島城西高校Ｃ　　　 　　　　　２勝１敗

令和４年度 北薩地区高等学校春季卓球大会
　　　　　　　　　　　　　　（５月10～11日）
【男子ダブルス】
　宅間（S2）・能登（S2）　　初戦突破ならず
【男子シングルス】
　宅間，能登　　　　　　　予選リーグ通過ならず
【女子学校対抗】
　３-１川内　　３-０川内商工　　３-２川薩清修館
　３-０出水商業　　　　４勝０敗　※優勝
【女子ダブルス】
　花岡（Ｎ１）・白梅（Ｇ１）　※優勝
　下市（Ｌ２）・梶原（Ｌ１）　準々決勝進出
　宮後（Ｓ３）・前田（Ｎ３）　初戦突破ならず
【女子シングルス】
　花岡　※優勝　　　　白梅　決勝進出　　※準優勝
　宮後　準決勝進出　※３位
　前田，下市，児玉（Ｌ１），梶原　予選リーグ通過ならず

第75回鹿児島県高等学校卓球競技大会
　　　　　　　　　　　　　　（５月25～28日）
【男子ダブルス】　宅間・能登　初戦突破ならず
【男子シングルス】　宅間　初戦突破ならず
　　　　　　　　能登　２回戦進出
【女子学校対抗】
　ベスト４→決勝トーナメント進出（１勝２敗）
　　　　　　　　　　　　　　　　　※第３位
【女子ダブルス】　花岡・白梅　４回戦進出　※ベスト16
　　　　　　　　宮後・前田　２回戦進出
　　　　　　　　児玉・梶原　初戦突破ならず
【女子シングルス】　花岡　　　 決勝進出　※準優勝
　　　　　　　　白梅　　　 ４回戦進出
　　　　　　　　宮後，児玉　３回戦進出
　　　　　　　　梶原　　　 ２回戦進出
　　　　　　　　前田，下市　 初戦突破ならず

2022年度 国民体育大会卓球県選手選考会
　　　　　　　　　　　　　　（６月４～５日）
【少年女子】　白梅　予選リーグ突破ならず
　　　　　　花岡　予選リーグ　免除
　　　　　　　　　決勝リーグ　６勝１敗
　　　　　　　　　※第１位（栃木国体出場）
第75回全九州高等学校卓球競技大会
　　　　　　　　　　　　　　（６月24～26日）
女子シングルスにて，花岡ならめ（看護学科基礎課程１年・
八代第三中出身）が本校から初出場

第91回全国高等学校卓球選手権大会
　　　　　　　　　　　　　　（８月３～８日）
女子シングルスにて，花岡ならめ（看護学科基礎課程１年・
八代第三中出身）が本校から初出場

柔　道　部
北薩地区高等学校柔道大会（春季）（５月11日）

【団体】男子　準優勝　　　女子　優勝
【個人】男子　66キロ　M３ 小原　晃朱　ベスト４
　　　　　　　　　　　 M１ 堂囿　龍義　ベスト４
　　　　　　　73キロ　Ｓ３ 久林　龍矢　３位
　　　　　　100キロ　Ｎ２ 永田平聖吾　優勝
　　　　女子　48キロ　Ｎ１ 庵地　小花　優勝
　　　　　　　　　　　 Ｎ３ 竹田　彩花　準優勝
　　　　　　　52キロ　Ｌ３ 山本菜々華　優勝
　　　　　　　57キロ　Ｓ２ 岩下　沙耶　優勝

鹿児島高校総体（柔道競技）（６月１･２日）
【団体】男子　１回戦負け
　　　　女子　１対１　鳳凰高校（内容差）　　
【個人】男子　66キロ　Ｍ３ 小原　晃朱　２回戦敗退
　　　　　　　　　　　 Ｍ１ 堂囿　龍義　初戦敗退
　　　　　　100キロ　Ｎ２ 永田平聖吾　失格
　　　　女子　48キロ　Ｎ１ 庵地　小花　初戦敗退
　　　　　　　　　　　 Ｎ３ 竹田　彩花　初戦敗退
　　　　　　　52キロ　Ｌ３ 山本菜々華　棄権
　　　　　　　57キロ　Ｓ２ 岩下　沙耶　３位
　　（県ジュニア大会へ選出・九州インターハイ補欠）

九州ジュニア選手権大会（鹿児島予選）（６月５日）
女子57キロ級　
　S２　岩下　沙耶：１回戦敗退（対鹿屋体育大学生）

出水市民体育大会（７月３日）
高校生の部　男子優勝　Ｍ３　小原　晃朱

弓　道　部
令和４年度 北薩地区春季高等学校弓道大会（５月10日）
【男子個人】河村　一生　８射０中
【女子個人】岩井　杏佳　８射０中

男子バスケットボール部
第77回 南九州四県対抗バスケットボール選手権大会
　　　　　　　　　　　　　　　　（４月３日）
［２回戦］本校 52-61 加世田　※２回戦敗退

第75回鹿児島県高等学校バスケットボール競技大会
　　　　　　　　　　　　　　　　（５月28日）
［２回戦］本校 44-87 樟南　※２回戦敗退

女子バスケットボール部
第77回 南九州四県対抗バスケットボール選手権大会
　　　　　　　　　　　　　　　　（４月２日）
［１回戦］本校 38-58 指宿･指宿商業  ※１回戦敗退

第75回鹿児島県高等学校バスケットボール競技大会
　　　　　　　　　　　　　　　 （５月28･29日）
［１回戦］本校 44- 35 指宿・川辺
［２回戦］本校 44-115 鳳凰　※２回戦敗退

バドミントン部
北薩地区高等学校春季バドミントン大会
　　　　　　　　　　　　　　（5月10･11日）【ダブルス（女子）】
　東・武本：３位
　前田・折田、澤田・平野：１回戦敗退
【シングル（男子）】
　浦：２回戦敗退　　　橋ノ口：１回戦敗退
【シングル（女子）】
　植元：２回戦敗退　　　平野：３回戦敗退
【団体（女子）】
　東・武本・折田・前田・植元・澤田：２回戦敗退

第57回 鹿児島県高等学校バドミントン競技大会
　　　　　　　　　　　（5月30日～６月４日）
【男子団体】
 １回戦 出水中央 ０―３ 国分 ※１回戦敗退
【男子ダブルス】
 １回戦 橋ノ口・坂元、蒔平・平野 ※１回戦敗退
 　　　 浦・中園、柏木・中島
 ２回戦 浦・三浦、 柏木・東 ※２回戦敗退
【男子シングルス】
 １回戦
　  宗岡（中央）14－21 中村（加治木工業） ※１回戦敗退
 　 柏木（中央）不戦勝 澤（奄美）
 　 蒔平（中央）13－21 森永（大島北）※１回戦敗退
 　 浦 　（中央）11－21 大田（鶴丸）※１回戦敗退
 　 橋ノ口（中央）７－21 崎元（隼人工業）※１回戦敗退
 ２回戦
　  柏木（中央）２－21 蛯原（鹿児島工業）※２回戦敗退
【女子団体戦】
 １回戦 対 志学館高校３－１〇
 ２回戦 対 武岡台高校０－３×
【女子ダブルス】
 １回戦 東・武本 対 国分中央×
 　　　 前田・折田 対 川辺×
 　　　 土持・大浦 対 大島×
【女子シングルス】
 １回戦 折田 対 指宿商業×　　土持 対 武岡台×
 　　　 武本 対 与論×　　　楠元 対 鹿屋工業×
  　　　前田 対 与論 〇
 ２回戦 前田 対 尚志館×　　東 対 鹿屋女子×

駅　伝　部
日本グランプリシリーズ熊本大会 金栗記念選抜中長距離大会
　　　　　　　　　　　　　 （4月９日 熊本市））
高校男子5,000m　５位　玉目　陸

北薩地区陸上競技大会（5月10･11日）
男子1,500m １位　松下俊海　 ２位　飯田翔大
男子3,000m １位　松下俊海　 ２位　飯田翔大
男子3,000m障害　１位 西川結人　２位 坂田創史
女子800m 　１位　住友琴音　２位　藤本亜依
女子1,500m １位　西本穂乃香　2位　住友琴音
女子3,000m １位　森　紫乃　2位　西本穂乃香

第１回 県陸上競技記録会（国体予選）（４月16日）
高校・一般男子800m
４位　中村　晃斗　　　６位　松下　俊海

春季延岡記録会（４月23日 延岡市）
男子1,500m 
１位　松下俊海　２位　中村晃斗　３位　飯田翔大
４位　坂田創史　５位　池田結楽　６位　松尾和真

鹿児島県高等学校陸上競技大会（5月27～30日）
男子1,500m ２位　松下俊海　４位　中村晃斗
男子5,000m １位　飯田翔大　２位　池田結楽
　　　　　　  ３位　石丸修那
女子3,000m ６位　西本穂乃香
男子3,000m障害　５位　西川結人

男子1,500m ４位　松下俊海　６位　中村晃斗
男子5,000m ６位　飯田翔大　10位　石丸修那
　　　　　 　 12位　池田結楽
男子3,000m障害　７位　西川結人
女子3,000m ９位　西本穂乃香

全九州高校総体 全国高校陸上南九州地区予選大会
　　　　（6月16～19日 沖縄市・コザ運動公園）

第37回 U20日本陸上競技選手権大会
　　　　　（6月12日 大阪市・長居スタジアム）
U20  3,000m ９位　玉目　陸

陸　上　部

北薩地区陸上競技大会（5月10･11日）
女子砲丸投　１位　時任　美咲
女子やり投　１位　時任　美咲

第１回 県陸上競技記録会（国体予選）（４月16日）
女子やり投　２位　時任　美咲

鹿児島県高等学校陸上競技大会（5月27～30日）
女子やり投　３位　時任　美咲

全九州高校総体 全国高校陸上南九州地区予選大会
　　　　（6月16～19日 沖縄市・コザ運動公園）
女子やり投　９位　時任　美咲

放　送　部
第69回 NHK杯全国高校放送コンテスト
　　　　　　　 　鹿児島県予選大会（6月1～2日）
〈アナウンス部門〉
　Ｓ３-１ 浦上 結衣　　Ｓ１-２　横山 文乃
〈朗読部門〉
　Ｓ３-１ 橋口 和聖　　Ｓ３-２　岡田 愛世
　Ｌ２　　尾﨑 　瞳　　以上､５名出場　決勝進出者なし

男子バレーボール部
令和4年度 全九州総合選手権（高校の部）県予選会
　　　　　　　　　　　　　　　　（４月16日）
本校 ０対２ 鹿屋工業

令和4年度 川薩地区春季バレーボール大会
　　　　　　　　　　　　　　 （5月９～10日）
本校 ０対２ 出水工業　本校 ０対２ 川　　内
本校 ０対２ 川内商工　本校 ０対２ 出水商業
本校 ２対０ 薩摩中央　本校 ２対０ 出　　水

女子バレーボール部
令和4年度 全九州総合選手権（高校の部）
　　　　　　　　バレーボール大会（４月16日）
１回戦　本校 ２対０ 尚志館（棄権）　
２回戦　本校 ２対０ 加治木
３回戦　本校 ０対２ 鹿児島城西

令和4年度 川薩地区春季バレーボール大会
　　　　　　　　　　　　　　　（5月９～10日）
本校 ０対２ 川　　内　　本校 ０対２ 川内商工
本校 ０対２ 出水商業　　本校 ２対１ 野田女子
本校 ２対０ 川薩清修館

野　球　部
令和４年度 出水地区春季高校野球大会
　　　　　　　　　　　　　　 　（５月10･11日）
１回戦　本校　４－３　出水工業高校
決勝戦　本校　13－２　出 水 高 校　　優　勝

第64回 NHK旗争奪県選抜高等学校野球大会
　　　　　　　　　　　　　 　 （５月21～28日）
１ 回 戦　本校 ５－４ 鹿屋中央等学校
２ 回 戦　本校 ３－２ 頴娃高等学校
準々決勝　本校 ８－２ 国分中央高等学校
準 決 勝　本校 ６－８ 神村学園高等学校　ベスト４

令和４年度 春季北薩地区高等学校野球大会
　　　　　　　　　　　　　  　 （６月７～10日）
１回戦　本校　７－２　川内商工高等学校
２回戦　本校　９－２　出水工業高等学校
決勝戦　本校　２－０　れいめい高等学校　優　勝

第104回 全国高等学校野球選手権鹿児島大会
　　　　　　　　　　　　　　  （７月２～24日）
１ 回 戦　本校　11－２　出水工業高等学校
２ 回 戦　本校　５－１　尚志館高等学校
３ 回 戦　本校　３－２　樟南高等学校
準々決勝　本校　６－７　大島高等学校　 ベスト８

ソフトボール部
第56回 鹿児島県高等学校
　　　　　　女子春季ソフトボール大会（4月23日）
１回戦 本校 ２-９ 指宿商業高校

令和４年度 北薩地区春季ソフトボール大会（5月10日）
本校 ３-９ 川内商工高校
本校 ６-２ 川内高校　　　準優勝

第74回 鹿児島県高等学校女子ソフトボール大会
　　　　　　　　　　　　　　　 （5月28～29日）
本校 ９-２ 奄美高校　　本校 ０-５ 鹿児島女子高校

サ ッ カ ー 部
県トップリーグ１部リーグ
４月９日　本校 ６-０ 鹿児島高専
４月16日　本校 ４-３ れいめい高校
４月23日　本校 ０-６ 鹿児島城西高校
５月１日　本校 １-４ 鹿児島ユナイテッド
５月８日　本校 ８-１ 鹿児島高校2nd
６月５日　本校 ３-０ 松陽高校
６月25日　本校 ３-１ 神村2nd
６月29日　本校 ０-１ 鹿児島実業高校
７月９日　本校 ６-０ 鹿児島高校
７月16日　本校 ４-０ 加治木高校

県トップリーグ２部リーグ
４月16日　本校 ２-１ 尚志館高校
４月24日　本校 ３-２ 樟南高校
５月７日　本校 ２-３ 鹿屋中央高校
６月４日　本校 ２-４ 神村3rd
６月26日　本校 ４-０ 鹿児島中央高校
７月２日　本校 ４-３ 鹿児島城西next
７月10日　本校 １-１ 鹿児島工業高校
７月16日　本校 ２-１ 鹿児島南高校

北薩地区春季サッカー大会（5月10･11日）
予選リンク　本校　２-０　川内商工高校
　　　　　　本校　15-０　出水工業高校
準　決　勝　本校　０-０（PK2-4）川内高校
３位決定戦　本校　６-０　川内商工高校

県総体サッカー競技大会（5月22･23日）
１回戦　本校　１-０　鳳凰高校
２回戦　本校　１-６　神村学園

　

少
し
前
ま
で
の
本
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、
大
雨
が
降
る
と
、
表
面
の
土
が
削

ら
れ
、
自
然
と
水
路
が
で
き
あ
が
り
、

東
側
に
設
置
さ
れ
た
側
溝
に
向
か
っ

て
勢
い
よ
く
泥
水
が
流
れ
込
ん
で
い
た
。

や
せ
細
っ
て
い
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
早
急

な
対
策
が
必
要
だ
っ
た
。

　

こ
の
夏
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。
雑
草
に
覆
わ
れ
て
い
た
縁

（
へ
り
）を
重
機
で
根
元
か
ら
掘
り
返
し
、

新
た
な
土
が
搬
入
さ
れ
た
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
お
お
う
白
い
土
が
、
今
日
も
秋
空

に
映
え
て
い
る
。

　

大
型
の
台
風
十
四
号
が
接
近
す

る
前
に
本
校
で
は
防
水
板
を
設
置

し
た
。
台
風
一
過
の
青
空
が
広
が

っ
た
二
十
日（
火
）の
朝
、
校
舎
を

守
っ
た
防
水
板
を
改
め
て
見
に
行

っ
た
。

　
「
か
ま
ぼ
こ
校
舎
」と
い
わ
れ
る

丸
い
水
色
の
屋
根
が
目
印
の
旧
校

舎
は
、
本
校
で
も
比
較
的
低
い
土

地
に
建
つ
。
こ
れ
ま
で
、
記
録
的

な
大
雨
に
見
舞
わ
れ
る
度
に
、
床

上
浸
水
の
被
害
に
遭
っ
て
来
た
。

　

二
〇
二
〇
年
七
月
、
大
雨
特
別

警
報
が
発
令
さ
れ
た
。
本
校
を
貫

く
よ
う
に
敷
設
さ
れ
た
市
の
用
水

路
が
あ
ふ
れ
た
。
寮
生
や
教
職
員

が
力
を
合
わ
せ
て
、
旧
校
舎
や
南

側
校
舎
の
床
に
し
み
込
ん
だ
大
量

の
水
を
拭
き
取
っ
た
。

　

そ
の
と
き
も
、
扉
の
前
に
防
水

板
を
設
置
し
て
い
た
が
、
隙
間

か
ら
の
浸
水
を
防
ぐ
こ
と
は
困

難
だ
っ
た
。
用
水
路
の
縁

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
上
げ

る
工
事
は
既
に
行
わ
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
を
も
超
え

た
。
さ
ら
な
る
対
策
と
し

て
、
用
水
路
の
側
面
を
取

り
囲
む
よ
う
に
板
を
取
り

付
け
た
。

　

今
回
、
幸
い
に
も
、
用

水
路
は「
暴
れ
川
」に
な
ら

な
か
っ
た
が
、
生
徒
の
身

の
安
全
と
校
舎
を
守
る
た

め
、
防
水
板
は
い
つ
で
も

設
置
で
き
る
よ
う
に
さ
れ

て
い
た
。

インターハイ出場!! 駅伝部卓球部

　

六
月
四
日（
土
）五
日（
日
）の
二
日
、

本
校
体
育
館
及
び
各
教
室
に
お
い
て
、

第
四
十
八
回
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
は
生
徒
の
み
で
の
開
催

で
し
た
が
、
今
年
度
は
五
日（
日
）を

保
護
者
な
ど
に
限
定
し
来
校
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
各

科
・
課
程
で
一
人
一
人
が
主
役
に
な

る
文
化
祭
を
目
指
し
て
多
く
の
感
動

場
面
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
『
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｅ

～
あ
り
の
ま
ま
の
、
一
生
に
残
る
思

い
出
を
～
』
に
は
、
加
工
な
ん
で
必

要
な
い
、
あ
り
の
ま
ま
を
全
力
で
楽

し
み
、
一
生
思
い
出
に
残
る
よ
う
な

文
化
祭
を
学
校
全
体
で
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し

た
。

　

舞
台
部
門
で
は
和
太
鼓
同
好
会
、

軽
音
楽
部
、
吹
奏
楽
部
な
ど
が
出
場

し
ま
し
た
。
展
示
部
門
で
は
、
各

科
・
課
程
や
部
活
動
の
特
色
を
生
か

し
た
催
し
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
よ
り
、
昨
年
完
成
し
た
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
で
の
う
ど
ん
や
カ
レ
ー
の
販

売
も
行
わ
れ
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。

　

各
部
門
の
審
査
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
舞
台
部
門

　

★
審
査
員
特
別
賞

　
　

看
護
学
科
基
礎
課
程
三
年
一
組

　
　
　

劇
「
シ
ン
デ
レ
ラ
ナ
ー
ス
」

　

　
看
護
学
科
基
礎
課
程
三
年
二
組

　
　
　

ダ
ン
ス

　
　
　

「
＃
チ
ー
ム
ダ
ン
シ
ン
グ

　
　
　
　

～
36
人
の

　
　
　
　
　
　

看
護
学
生
の
舞
～
」

▼
展
示
部
門

　

★
文
化
祭
大
賞

　
　

普
通
科
普
通
課
程
二
年

　
　

「
よ
っ
!!
も
ぐ
ら
学
校
」

　

★
優
秀
賞

　
　

普
通
科
特
進
課
程
二
年
一
組

　
　

「
お
遊
び
処

　
　
　

～
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
！

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
２

−

１
～
」

　
　

看
護
学
科
基
礎
課
程
二
年

　
　

「
と
び
出
せ

　
　
　
　
　

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
森
」

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
17
回
連
続
金
賞

吹
奏
楽
部

　

本
校
吹
奏
楽
部
は
、
令
和
四
年
度
第
六
十
七

回
鹿
児
島
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル（
高
校
Ａ
）に

て『
金
賞
』を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
『
金
賞
』獲
得
は
、
強
化
部
指
定
の
平
成
十
七

年
か
ら
連
続
に
な
り
ま
す
。
令
和
二
年
度
第
六

十
五
回
県
高
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
中
止
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
令
和
二
年
度
を
除
い
て
十
七
回

連
続
と
な
り
ま
す
。

　
『
第
六
十
七
回
九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル（
高

等
学
校
の
部
）』へ
出
場
す
る
県
代
表
三
校
に
は

入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
得
た
課
題
な
ど
を
今
後
の
練
習
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
ご
声
援
く
だ
さ
い

ま
し
た
多
く
の
皆
様
、
学
校
関
係
者
、
保
護
者

の
皆
様
へ
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

第48回 文化祭 SELFIE～ありのままの、
一生に残る思い出を～　

七
月
二
十
九
日
～
八
月
八
日
、
愛
媛
県
宇
和
島

市
で
全
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）・
卓
球
競

技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
、
花
岡
な

ら
め
選
手
（
看
護
学
科
基
礎
課
程
一
年
・
八
代
第

三
中
出
身
）
が
出
場
し
、
全
国
常
連
校
の
選
手
を

相
手
に
一
ゲ
ー
ム
を
奪
い
、
善
戦
し
ま
し
た
。

　

花
岡
選
手
は
、
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
（
十

月
一
日
～
五
日
・
栃
木
県
鹿
沼
市
）
に
鹿
児
島
県

代
表
の
少
年
女
子
の
選
手
と
し
て
、
ま
た
全
日
本

卓
球
選
手
権
大
会
団
体
の
部
（
十
月
十
四
日
～
十

六
日
・
鹿
児
島
市
）
に
鹿
児
島
県
選
抜
の
選
手
と

し
て
も
出
場
し
ま
す
。

個人戦に臨む花岡さん（Ｎ１）

　

八
月
三
日
～
七
日
・
徳
島
県
鳴
門
市（
ポ

カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
）
で
行
わ
れ

た
、
全
国
高
校
総
体
・
陸
上
競
技
に
一
五

〇
〇
ｍ
中
村
晃
斗
（
普
通
課
程
三
年
・
鷹

巣
中
）、
五
〇
〇
〇
ｍ
飯
田
翔
大（
教
養
課

程
二
年
・
苓
北
中
）
の
二
名
が
出
場
し
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
二
名
と
も
予
選
敗
退

に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
二
年
生
で
全
国
大

会
出
場
を
経
験
し
た
飯
田
く
ん
は
、『
予

選
敗
退
は
悔
し
い
結
果
で
す
が
、
今
後
は

個
人
で
も
チ
ー
ム
で
も
全
国
入
賞
が
で
き

る
力
を
つ
け
た
い
』
と
今
後
の
決
意
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

男子5,000ｍで力走する飯田さん（Ｌ２）

地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
報
告

　

令
和
四
年
度
の
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
七
月

二
十
二
日
（
金
）
か
ら
七
月
二
十
八
日

（
木
）
ま
で
の
期
間
に
、
人
吉
・
球
磨
、

天
草
、
熊
本
・
宇
城
、
八
代
の
熊
本
県

四
地
区
各
会
場
と
本
校（
出
水
）会
場
で
、

ま
た
八
月
五
日（
金
）に
は
沖
縄
会
場
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
一
昨
年
は
中
止
、

昨
年
度
は
リ
モ
ー
ト
で
の
開
催
で
し
た

が
、
今
年
は
感
染
予
防
に
努
め
な
が
ら

各
会
場
に
本
校
教
職
員
が
足
を
運
び
、

直
接
保
護
者
の
皆
様
と
面
談
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

通
常
の
開
催
と
は
異
な
り
、
面
談
が

中
心
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
、
来
校

の
機
会
が
少
な
い
遠
方
の
保
護
者
の
皆

様
に
も
お
越
し
頂
き
、
子
ど
も
た
ち
の

生
活
の
様
子
や
学
習
状
況
な
ど
を
話
し

合
う
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

試
行
錯
誤
の
中
で
の
取
り
組
み
で
し
た

が
、
各
ご
家
庭
の
ご
協
力
で
無
事
に
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

会場内では消毒の徹底、面談時にはアクリル板を使用しました

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
完
了

生
徒
と
校
舎
を
守
る
防
水
板 秋

空
に
映
え
る
白
い
土

青と白と緑の共演青と白と緑の共演

整備されたグラウンド整備されたグラウンド

歴代の浸水記録歴代の浸水記録

旧校舎の設置された防水板旧校舎の設置された防水板用水路に新設された板用水路に新設された板


